
平成１８年１１月９日
  各  位

  平成１９年３月期　中間業績予想の修正に関するお知らせ

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年8月24日第１四半期業績発表時に公表した平成19年3月期 中間期
（平成18年4月1日～平成18年9月30日）の業績予想を下表の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

記

1．平成19年3月期 中間業績予想数値の修正（平成18年4月1日～平成18年9月30日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 18年8月24日 発表）
24,200 520 300

今回修正予想(Ｂ) 24,010 1,131 676

増減額(Ｂ－Ａ) △ 190 611 376

増減率 △ 0.8 117.5 125.3

前中間期実績 22,116 1,074 654

2．平成19年3月期 中間連結業績予想数値の修正（平成18年4月1日～平成18年9月30日）

(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 18年8月24日 発表）

56,300 1,150 770

今回修正予想(Ｂ) 55,870 2,400 1,790

増減額(Ｂ－Ａ) △ 430 1,250 1,020

増減率 △ 0.8 108.7 132.5

前中間期実績 48,848 1,269 1,177

3． 修正の理由

  当期の単独業績は、売上高は前回予想を若干下回ったものの、グループを挙げて推進中の「ヨロズサクセス
プラン(ＹＳＰ)」の原価低減目標を過達したこと、及び為替が予想より円安に振れたため、経常利益、当期純
利益ともに前回予想を大きく上回る見込みであります。

　連結業績につきましても、連結売上高は前回予想を下回る見込みでありますが、利益面では経常利益､
当期純利益とも前回予想を大きく上回る見込みであります。これは単独業績が予想を上回ったことに加え、
北米の収益改善活動が成果をあげてきていること及びアジアが好調に推移したことによるものであります。

   なお、通期（平成18年4月1日～平成19年3月31日）の業績予想につきましては、中間決算発表時に見直す
予定であります。

以  上
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